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                                                     様式２ 

    国 立 大 学 法 人 三 重 大 学 の 中 期 計 画 新 旧 対 照 表  

 

 

          現   行            変  更  案  変 更理由 

Ⅱ  業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る

た め に と る べ き 措 置 

１  組 織 運 営 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措

置 

（ ②  教 職 員 人 事 ） 

 

 

 

 

 

２  教 員 の 更 な る 意 欲 向 上 と 能 力 発 揮 に 資 す る た め 、

年 俸 制 の 推 進 や ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト 制 度 の 導 入

等 弾 力 的 な 給 与 制 度 に よ る 教 員 採 用 を 推 進 し 、 年 俸

制 教 員 に お い て は 承 継 内 の １ ０ ％ を 継 続 的 に 確 保 す

る と と も に 、 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 制 度 を 更 に 推 進 し 、

教 育 研 究 を 活 性 化 さ せ る 。 ま た 、 こ れ ま で 構 築 し て

き た 教 育 職 員 の 業 績 評 価 体 制 を 検 証 し 、 改 善 す る 。 

３  実 践 的 指 導 力 の 育 成 ・ 強 化 を 図 る た め 、 学 校 現 場

で 指 導 経 験 の あ る 大 学 教 員 を 、 第 ３ 期 中 期 目 標 期 間

末 ま で に は 、 教 員 養 成 分 野 の 全 教 員 の ２ ０ ％ を 確 保

す る 。 

４  学 長 、 理 事 等 を 支 援 す る 専 門 職 能 集 団 の 更 な る 育

成 と 強 化 の た め 、 学 内 の 幹 部 職 員 及 び 幹 部 候 補 職 員

を 対 象 と し た マ ネ ジ メ ン ト 研 修 等 を 実 施 す る 。 ま た

、 職 員 の 経 営 ・ 管 理 ・ 業 務 等 に 関 す る 能 力 開 発 に 資

Ⅱ  業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る

た め に と る べ き 措 置 

１  組 織 運 営 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措

置 

（ ②  教 職 員 人 事 ） 

２  ４ ０ 歳 未 満 の 優 秀 な 若 手 教 員 の 活 躍 の 場 を 全 学 的

に 拡 大 し 、 教 育 研 究 を 活 性 化 す る た め 、 若 手 教 員 の

雇 用 計 画 に 基 づ い て 積 極 的 に 登 用 し 、 退 職 金 に 係 る

運 営 費 交 付 金 の 積 算 対 象 と な る 若 手 教 員 の 雇 用 率 を

１ ６ ． ５ ％ と な る よ う 促 進 す る 。 

３  教 員 の 更 な る 意 欲 向 上 と 能 力 発 揮 に 資 す る た め 、

年 俸 制 の 推 進 や ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト 制 度 の 導 入

等 弾 力 的 な 給 与 制 度 に よ る 教 員 採 用 を 推 進 し 、 年 俸

制 教 員 に お い て は 承 継 内 の １ ０ ％ を 継 続 的 に 確 保 す

る と と も に 、 テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 制 度 を 更 に 推 進 し 、

教 育 研 究 を 活 性 化 さ せ る 。 ま た 、 こ れ ま で 構 築 し て

き た 教 育 職 員 の 業 績 評 価 体 制 を 検 証 し 、 改 善 す る 。 

４  実 践 的 指 導 力 の 育 成 ・ 強 化 を 図 る た め 、 学 校 現 場

で 指 導 経 験 の あ る 大 学 教 員 を 、 第 ３ 期 中 期 目 標 期 間

末 ま で に は 、 教 員 養 成 分 野 の 全 教 員 の ２ ０ ％ を 確 保

す る 。 

５  学 長 、 理 事 等 を 支 援 す る 専 門 職 能 集 団 の 更 な る 育

成 と 強 化 の た め 、 学 内 の 幹 部 職 員 及 び 幹 部 候 補 職 員

を 対 象 と し た マ ネ ジ メ ン ト 研 修 等 を 実 施 す る 。 ま た

、 職 員 の 経 営 ・ 管 理 ・ 業 務 等 に 関 す る 能 力 開 発 に 資
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す る た め 、 ｅ ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 利 用 し た 研 修 等

に つ い て 検 討 を 行 い 、 必 要 な 研 修 を 実 施 す る 。 

５  男 女 共 同 参 画 を さ ら に 強 化 す る た め 、 優 秀 な 女 性

を 積 極 的 に 登 用 す る こ と に よ り 、 女 性 教 員 比 率 １ ８

％ 以 上 、 事 務 系 職 員 の 指 導 的 地 位 に 占 め る 女 性 比 率

２ ０ ％ 以 上 を 達 成 す る 。 ま た 、 本 学 及 び 三 重 地 域 の

男 女 共 同 参 画 を さ ら に 推 進 す る た め 、 三 重 県 知 事 表

彰 「 男 女 が い き い き と 働 い て い る 企 業  グ ッ ド プ ラ

ク テ ィ ス 賞 」 を 受 賞 ( 平 成 25 年 度 ) し た 実 績 を 基

に 、 男 女 共 同 参 画 フ ォ ー ラ ム 等 の 意 識 啓 発 事 業 を 三

重 県 と 共 催 で 実 施 す る な ど 、 三 重 県 と の 連 携 を 強 化

す る 。 

 

 

（ そ の 他 の 記 載 事 項 ） 

Ⅹ  そ の 他 

２ ． 人 事 に 関 す る 計 画 

・ 優 秀 な 若 手 教 員 及 び 外 国 人 教 員 の 登 用 を 積 極 的 に 推 進

す る 。 

若 手 教 員 の 比 率 ２ ０ ％ 以 上 、 外 国 人 教 員 の 比 率 ４ ％ 以

上 達 成 

 

 

 

す る た め 、 ｅ ラ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 利 用 し た 研 修 等

に つ い て 検 討 を 行 い 、 必 要 な 研 修 を 実 施 す る 。 

６  男 女 共 同 参 画 を さ ら に 強 化 す る た め 、 優 秀 な 女 性

を 積 極 的 に 登 用 す る こ と に よ り 、 女 性 教 員 比 率 １ ８

％ 以 上 、 事 務 系 職 員 の 指 導 的 地 位 に 占 め る 女 性 比 率

２ ０ ％ 以 上 を 達 成 す る 。 ま た 、 本 学 及 び 三 重 地 域 の

男 女 共 同 参 画 を さ ら に 推 進 す る た め 、 三 重 県 知 事 表

彰 「 男 女 が い き い き と 働 い て い る 企 業  グ ッ ド プ ラ

ク テ ィ ス 賞 」 を 受 賞 ( 平 成 25 年 度 ) し た 実 績 を 基

に 、 男 女 共 同 参 画 フ ォ ー ラ ム 等 の 意 識 啓 発 事 業 を 三

重 県 と 共 催 で 実 施 す る な ど 、 三 重 県 と の 連 携 を 強 化

す る 。  

 

 

（ そ の 他 の 記 載 事 項 ） 

Ⅹ  そ の 他 

２ ． 人 事 に 関 す る 計 画 

・ 優 秀 な 若 手 教 員 及 び 外 国 人 教 員 の 登 用 を 積 極 的 に 推 進

す る 。 

若 手 教 員 の 比 率 ２ ０ ％ 以 上 、 外 国 人 教 員 の 比 率 ４ ％ 以

上 を 達 成 

退 職 金 に 係 る 運 営 費 交 付 金 の 積 算 対 象 と な る 若 手 教 員

の 雇 用 率 を １ ６ ． ５ ％ と な る よ う 促 進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

                                                   

 
三 重 大 学 ― ２  



3 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

 

中期計画  別 表（ 収 容 定 員 ） 

 

 

 

 

 

学

部 

 

人文学部      １，１２０人 

 

教育学部        ８００人 

（うち教員養成に係る分野 ８００人） 

 

医学部       １，０９０人 

（うち医師養成に係る分野 ７５０人） 

 

工学部       １，６６０人 

 

生物資源学部      ９８０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研

究

科 

 

人文社会科学研究科  ３０人 

（うち修士課程 ３０人） 

 

教育学研究科     ８２人 

（うち修士課程 ８２人） 

 

 

医学系研究科     ２４１人 

うち修士課程  ５２人 

博士課程 １８９人 

 

工学研究科      ４８０人 

うち修士課程 ４３２人 

博士課程  ４８人 

 

生物資源学研究科   ２１２人 

うち修士課程 １７６人 

博士課程  ３６人 

 

地域イノベーション学研究科 ３５人 

うち修士課程  ２０人 

博士課程  １５人 

 

 

中期計画  別 表（ 収 容 定 員 ） 

 

 

 

 

 

学

部 

 

人文学部    １，０４０人 

 

教育学部      ８００人 

（うち教員養成に係る分野 ８００人） 

 

医学部     １，０９０人 

（うち医師養成に係る分野 ７５０人） 

 

工学部     １，６６０人 

 

生物資源学部  １，０６０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研

究

科 

 

人文社会科学研究科  ３０人 

（うち修士課程 ３０人） 

 

教育学研究科     ８２人 

うち修士課程    ５４人 

   専門職学位課程 ２８人 

 

医学系研究科     ２３５人 

うち修士課程    ４６人 

博士課程   １８９人 

 

工学研究科      ４８０人 

うち修士課程   ４３２人 

博士課程    ４８人 

 

生物資源学研究科   ２１２人 

うち修士課程   １７６人 

博士課程    ３６人 

 

地域イノベーション学研究科  ４５人 

うち修士課程    ３０人 

博士課程    １５人 

 

 

 

人文学部の入学定員改訂

のため 

 

 

 

 

 

生物資源学部への新学科

設置に伴う入学定員改訂

のため 

 

教育学研究科への専攻設

置に伴う入学定員改訂の

ため 

 

医学系研究科修士課程、

地域イノベーション学研

究科修士課程の入学定員

改訂のため 
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